
細則２－９ 急速充電設備の監視等に係る自主保安基準 

 

定める必要がある施設 電気自動車に充電する設備（以下「急速充電設備」という。）を

設置する給油取扱所 

 

第１ 総則 

当所の急速充電設備の監視等は、本編及び関係する細則によるほか、第２で定める「急速

充電設備の監視等に係る基準」に基づき行うものとする。 

 

第２ 急速充電設備の監視等に係る基準 

１ 所長は、急速充電設備の使用状況を監視するため、危険物保安監督者を監視責任者とす

る監視体制を整備するものとする。 

２ 監視は、努めて危険物取扱者が行うか、危険物取扱者の立会いのもとで行うものとする。 

３ 監視責任者及び監視を行う勤務員は、急速充電設備の使用状況を監視し、必要があれば

顧客等に指示を与えるものとする。 

４ 急速充電設備は、監視責任者の指示・確認のもと、定期的に必要な点検及び検査を行う

ものとする。 

５ ４の点検及び検査により異常が発見された場合は、監視責任者が、急速充電設備の使用

を中止する等の必要な措置を講じるものとする。 

６ 所長は、４の点検及び検査の実施記録を整備し、３年間保管するものとする。 

７ 所長は、勤務員に対し、次の内容を教育するものとする。 

⑴ 急速充電設備の取扱い及び監視方法 

⑵ 急速充電設備の点検及び検査方法 

⑶ 急速充電設備の点検及び検査の記録方法 

⑷ 急速充電設備の異常時対応手順等 

８ その他 

急速充電設備の電源を緊急に遮断する装置（以下「緊急遮断装置」という。）を設ける

場合、その操作方法等については、次によるものとする。 

⑴ 監視を行う勤務員は、火災又は危険物の流出等が発生した時は、直ちに急速充電設備

の緊急遮断装置を作動させるとともに、急速充電設備の使用を中止するものとする。 

⑵ 監視を行う勤務員は、急速充電設備の緊急遮断装置を作動させた場合、監視責任者に

報告するものとする。 

⑶ 報告を受けた監視責任者はその状況を確認し、安全が確認されるまでは、急速充電設

備等の使用を中止するものとする。 

⑷ 監視責任者は、緊急遮断装置の作動及び急速充電設備の使用中止等について、所長に

報告するものとする。 



⑸ 監督責任者は、７の内容に加えて緊急遮断装置の操作方法等について全勤務員（アル

バイト等を含む。）に教育するものとする。 


